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(57)【要約】
　本発明は、ハウジング１０４、前記ハウジング内に配
されたに複数の光源１０２、光源から離間されて配され
ている波長変換部材１０８、及び前記光源と前記波長変
換部材との間に配される切り替え可能な光学部材１１１
を有する照明装置に関する。前記波長変換部材は、少な
くとも、前記光源により発される第１の波長範囲の光を
第２の波長範囲の光に変換する第１の波長変換材料を有
する。前記切り替え可能な光学部材は、光源によって前
記波長変換部材上に作られる光パターンを調整するよう
に切り替え可能である。これにより前記切り替え可能な
光学部材は、前記照明装置の外観を変化させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング、及び前記ハウジング内に配されている複数の光源であって、第１の波長範
囲の光を発する光源と、
　前記光源から離間されて配されている波長変換部材及び前記第１の波長範囲の光を第２
の波長範囲の光に変換するように配されている第１の波長変換材料と、
　前記光源と前記波長変換部材との間に配される切り替え可能な光学部材であって、前記
光源によって前記波長変換部材上に作られる光パターンを調整するように切り替え可能で
ある切り替え可能な光学部材と、
を有する照明装置。
【請求項２】
　前記切り替え可能な光学部材は、複数の個々の切り替え可能な光学要素を有し、前記切
り替え可能な光学要素の各々は、対応する光源と前記波長変換部材との間に配されている
、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記切り替え可能な光学部材は、散乱、屈折、反射及び回折のうちの１つによって光パ
ターンを調整するように配されている、請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記切り替え可能な光学部材は、異なるビーム成形状態間で制御可能な電気光学部材で
ある、請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記切り替え可能な光学部材は可動構造部分を有する機械的部材である、請求項１乃至
３の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記切り替え可能な光学部材は、前記光パターンの領域を調整するように切り替え可能
である第１の切り替え可能な光学要素を有する、請求項１乃至５の何れか一項に記載の照
明装置。
【請求項７】
　各光源は、少なくとも１つのスポットを生成し、前記切り替え可能な光学部材は、各光
源により生成されるスポットの数を調整するように切り替え可能である第２の切り替え可
能な光学要素を有する、請求項１乃至６の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　各光源は、少なくとも、前記波長変換部材の光の通過後に第１の色として現れている中
心スポットと第２の色として現れている周囲の区域とを生成し、前記切り替え可能な光学
部材は、前記周囲の区域の色を調整するように切り替え可能である第３の切り替え可能な
光学要素を有する、請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記波長変換部材の下流に配される拡散器を更に有する請求項１乃至８の何れか一項に
記載の照明装置であって、前記拡散器は、前記照明装置の光出力表面の全てに白色外観を
提供するように配されている、照明装置。
【請求項１０】
　各光源が、光源の光出力をコリメートするコリメータを有する、請求項１乃至９の何れ
か一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記波長変換部材は、前記第１の波長範囲の光を第３の波長範囲の光に変換する第２の
波長変換材料を有する、請求項１乃至１０の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載の照明装置を有する照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、キャリア上に取り付けられる複数の光源であって、第１の波長範囲の光を発
する光源と、前記光源から離間されて配されていると共に前記第１の波長範囲の光を第２
の波長範囲の光に変換する波長変換部材とを有する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上述の種類の照明装置は、幾つかの光源の光出力が当該照明装置の共通の出力領域全体
にわたって分配されるので、一般に広域照明装置と称される一種の照明器具である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　様々な知覚試験において、ユーザが広域照明装置の光強度分布の制御を有することを望
むことが示されている。例えば、点光源を使用し、これらの個々の強度と一緒に点光源の
密度／分布を変化させることによって光源から到来する全強度を一定に保持すると共に、
光源の外観を変化させることができる。しかしながら、これらの解決案は、比較的複雑で
あり及び／又は厳密である。
【０００４】
　本発明の目的は、従来技術の上述の問題を軽減する照明装置を提供すると共に、前記照
明装置の外観の直接の調整力を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、添付の請求項１に記載の本発明による照明装置により達成される。
【０００６】
　従って、本発明の見地によれば、
  第１の波長範囲の光を発する、キャリア上に取り付けられている複数の光源であって、
各々光出力開口を有する光源と、
  前記光源から離間されて配されていると共に、前記第１の波長範囲の光を第２の波長範
囲の光に変換する第１の波長変換材料を有する波長変換部材と、
  前記光源と前記波長変換部材との間に配される切り替え可能な光学部材であって、前記
光源によって前記波長変換部材上に作られる光パターンを調整するように切り替え可能で
ある、切り替え可能な光学部材と、
を有する照明装置が提供される。光が波長変換部材に到達する前に配される前記切り替え
可能な光学部材によって光分布の最適な制御が得られる。この制御は、一定の光強度又は
変化する光強度を有する光パターンを変化させる等のような、全光出力に関して様々な方
法で実施されることができる。当該照明装置の有利な実施例によれば、前記切り替え可能
な光学部材は、複数の個々の切り替え可能な光学要素を有し、前記切り替え可能な光学要
素の各々は前記光源と前記波長変換部材との間に配される。しかし、前記光学要素は、共
通して調整されることができる。
【０００７】
　前記照明装置の有利な実施例によれば、前記切り替え可能な光学部材は、散乱、屈折、
反射及び回折のうちの１つによって、光パターンを調整する。
【０００８】
　前記照明装置の有利な実施例によれば、前記光学要素は、光パターンの領域を調整する
第１の光学要素を有する。これにより、前記照明装置の外観は、所望の外観に制御され易
い。
【０００９】
　前記照明装置の有利な実施例によれば、前記切り替え可能な光学部材は電気光学部材で
あり、異なるビーム成形状態間で制御可能である。
【００１０】
　前記照明装置の有利な実施例によれば、前記切り替え可能な光学部材は機械的部材であ
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り、可動構造部分を有する。
【００１１】
　前記照明装置の実施例によれば、各光源は、少なくとも１つのスポットを生成し、前記
切り替え可能な光学部材は、各光源により生成されるスポットの数を調整するように切り
替え可能な第２の切り替え可能な光学要素を有する。
【００１２】
　これにより、前記照明装置の外観は、所望の外観に制御され易い。
【００１３】
　前記照明装置の実施例によれば、各光源は、少なくとも、前記波長変換部材の光通過の
後の第１の色として現れている中心スポットと第２の色として現れている周囲の区域とを
生成し、前記切り替え可能な光学部材は、前記周囲の区域の色を調整するように切り替え
可能な第３の切り替え可能な光学要素を有する。
【００１４】
　典型的には、前記周囲の区域は、前記光源により照明されるか（この場合、前記周囲の
区域は第１の色を有する）又は多少照明されるか（この場合、前記周囲の区域は第２の色
を有する）である。
【００１５】
　前記照明装置の実施例によれば、更に、波長変換部材の下流に配される拡散器であって
、前記照明装置の光出力表面の全ての白色外観を提供するように配されている拡散器を有
する。これにより光源からの光にさらされない波長変換部材の部分からの妨害が存在せず
、これにより前記光源からの光が通過する部分とは異なる他の色を有する。前記拡散器は
、前記波長変換部材から離間して又は波長変換部材との光学的接触を有して位置決めされ
ることができる。ここで使用されているように「光学的接触」とは、光の経路が、空気又
は光学要素のような中間の媒体を通過する必要なく、第１のオブジェクトから第２のオブ
ジェクトまで延在することを意味するように意図されている。
【００１６】
　前記照明装置の実施例によれば、各光源は、前記光源の光出力をコリメートするコリメ
ータを有する。これにより、光源の光出力は、良好に制御される。
【００１７】
　前記照明装置の実施例によれば、前記波長変換部材は、前記第１の波長範囲の光を第３
の波長範囲の光に変換する第２の波長変換材料を有する。このことにより、照明装置のよ
り複雑な外観を得ることが可能である。
【００１８】
　本発明のこれら及び他の見地、及び有利な点は、以下に記載される実施例を参照して明
らかになり説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１ａ】本発明による照明装置の第１の実施例を断面図において模式的に示している。
【図１ｂ】図１ａの照明装置の斜視図を模式的に示している。
【図２ａ】本発明による照明装置の実施例を断面図において模式的に示している。
【図２ｂ】本発明による照明装置の実施例を断面図において模式的に示している。
【図２ｃ】図２ａ及び２ｂによる照明装置に含まれる部分の実施化の例の状態を断面図に
おいて模式的に示している。
【図２ｄ】図２ａ及び２ｂによる照明装置に含まれる部分の実施化の例の状態を断面図に
おいて模式的に示している。
【図３】照明装置の他の実施例によるスポット調整を説明している。
【図４ａ】照明装置の他の実施例を断面図において模式的に示している。
【図４ｂ】照明装置の他の実施例を断面図において模式的に示している。
【図４ｃ】図４ａ及び４ｂの照明装置の一部の実施化の例を断面図において模式的に示し
ている。
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【図４ｄ】図４ａ及び４ｂの照明装置の一部の実施化の例を断面図において模式的に示し
ている。
【図５ａ】照明装置の他の実施例を断面図において模式的に示している。
【図５ｂ】照明装置の他の実施例を断面図において模式的に示している。
【図６】照明装置の他の実施例を断面図において模式的に示している。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、ここで、添付図面を参照して詳細に記載される。
【００２１】
　本照明装置は、典型的には、広域光源ランプ又は照明器具である。照明装置１００の第
１実施例によれば、照明装置１００は、ハウジング１０４内に配される複数の光源１０２
を有する。各光源１０２は、少なくとも１つの発光要素１０６を含んでいる。好ましくは
、発光要素１０６は、ＬＥＤ（発光ダイオード）のような、固体状態光要素である。前記
光源は、第１の波長範囲の光を発する。光源１０２をハウジング内に配する多くの仕方が
存在し、当該仕方は、この技術分野における一般的な知識である。例えば、前記発光要素
は、ＰＣＢ（プリント基板）のような、共通のキャリア又は基板上に取り付けられること
ができる。前記光源の他の部分も、同様に前記キャリアに取り付けられる。前記キャリア
は、ハウジング１０２に取り付けられる。代替的には、各光源は、別のユニットである。
このことは一般的な知識であるので、この点に関する詳細な図は設けない。光源１０２は
、例えば、光源１０２の複数の行及び列を有する長方形又は正方形のアレイにおいて取り
付けられる。
【００２２】
　波長変換部材１０８は、光源の前方において、即ち光源１０２の下流において、光源１
０２から（例えば２、３センチメートル）離間されて配されており、前記第１の波長範囲
の光を第２の波長範囲の光に変換する第１の波長変換材料を有する。波長変換部材１０８
は、皿形であり、ハウジング１０４に取り付けられている。例えば、波長変換部材１０８
は、箱形であるハウジング１０４の前方の蓋を構成する。波長変換材料は、蛍光体であり
、即ち波長変換部材１０８は蛍光体要素である。前記波長変換材料は、好ましくは、有機
蛍光体、無機蛍光体又は量子ドットである。しかしながら、他の材料も同様に可能である
。更に他の方法として、波長変換部材１０８は、複数の蛍光物質層を有する。
【００２３】
　各光源１０２は、発光要素又は要素１０６を囲んでいるコリメータ１１０を有する。例
えば、コリメータ１１０は、円錐台の形状を有し、光は、より広い端部において出力され
る。コリメータ１１０は、例えば、光反射性のシート材料又はＴＩＲ（全内部反射）の種
類の光学要素から作られる。
【００２４】
　更に、照明装置１００は、光源１０２と波長変換部材１０８との間に配される切り替え
可能な光学部材１１１を有する。切り替え可能な光学部材１１１は、波長変換部材１０８
上に光源１０２によって作られる光パターン１１４を調整するように切り替え可能である
。この実施例において、切り替え可能な光学部材１１１は、複数の個々の切り替え可能な
光学要素１１２を有する。各切り替え可能な光学要素１１２は、対応する光源１０２と波
長変換部材１０８との間に配され、各切り替え可能な光学要素１１２は、波長変換部材１
０８上の光源１０２によって作られる光パターン１１６を調整するように切り替え可能で
あり、この結果、照明装置１００の外側から見られる照明装置１００の異なる外観をもた
らす。切り替え可能な光学要素１１２は、コリメータ１１０の光出力の端部に配されて、
当該端部を覆っている。従って、切り替え可能な光学要素１１２は、波長変換部材１０８
から離間されて、波長変換部材１０８の上流に位置決めされる。切り替え可能な光学要素
１１２は、光源１０２から発される光ビームの形状を制御し、従って、光ビームを受け取
る波長変換部材１０８の領域を制御する。以下に記載されるように、多くの異なる種類の
光パターンの調整が可能である。コリメータは必須のものではなく、前記切り替え可能な
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光学要素により提供される照明装置の一般的な調整力は何れにせよ得られるが、動作は、
発光要素１０６から発される光をコリメートすることにより向上されることに留意された
い。
【００２５】
　前記切り替え可能な光学部材は、機械的又は電気的の何れかにおいて切り替え可能であ
ることができる。機械的に切り替え可能な光学部材の場合、レンズアレイのような、可動
の回析又は屈折要素が使用されることができる。機械的に切り替え可能な光学部材と、各
切り替え可能な光学要素とは、それぞれ、モーター又は圧電性電気素子により移動される
ことができる。電気的に切り替え可能な光学部材の場合、液晶光学部品（例えば、回析又
は屈折構造を有する液晶セル又はＰＤＬＣ（高分子分散液晶）のような、電気光学要素が
使用されることができる。
【００２６】
　切り替え可能な光学部材を切り替える場合、光パターンの結果的な調整は、照明装置か
ら発される光の全量、即ち光束（ｌｍ）が一定又は少なくともほぼ一定に保持されるよう
に、なされることができる。代替的には、照明装置の明るさ、即ち輝度（ｌｍ／ｍ２）が
一定に保持され、これらの代替的なものの間の選択肢も可能である。
【００２７】
　照明装置２００の第２の実施例によれば、図２ａ及び２ｂに示されているように、照明
装置１００は、第１の実施例と同じ部分、即ちハウジング２０４内に配置される複数の光
源２０２、波長変換部材２０８及び切り替え可能な光学要素２１２等を有する。この第２
の実施例の詳細な特性は、切り替え可能な光学要素２１２を切替えることによって得られ
る効果である。切り替え可能な光学要素２１２は、波長変換部材２０８上の光源２０２に
よって作られる光パターン２１４の領域を調整するように配される。更に詳細には、図２
ａに示されるように、切り替え可能な光学要素２１２は、最小の領域の状態に切り替えら
れ、波長変換部材２０８上のパターン２１４への寄与は、第１の直径の円形スポットであ
り、切り替え可能な光学要素２１２が最大の領域の状態に切り替えられる場合、波長変換
部材２０８上のパターン２１４への寄与は、第２の、かなり大きい、直径の円形スポット
２１８である。切り替え可能な光学要素２１２は、最小の領域の状態と最大の領域の状態
との間で、連続的に切り替え可能なもの、２位置式に切り替え可能なもの又は多段階に切
り替え可能なものであり得る。この切り替え機能を得るために、切り替え可能な光学部材
２１１、従って、各切り替え可能な光学要素２１２は、例えば、光の異なる散乱を提供す
る電気光学素子であり得る。光の電気的に制御される散乱は、多くの異なる仕方で達成さ
れることができる。電気的に制御される光の散乱を達成する一般的な取り組みは、高分子
分散液晶（ＰＤＬＣ）又は液晶ゲルを利用することである。ＰＤＬＣは、等方性ポリマー
内に液晶分子を分散させることにより作製される。典型的には、図２ｃに示されるように
、液晶材料２２０は、透明電極２２４を有する２枚のガラス板２２２間に配され、これに
よりセルが形成される。電界がガラス板２２２に印加されていない場合、液晶２２０はラ
ンダムに配向され、散乱モードを作り、光は多くの方向に散乱され、これにより大きい領
域のスポット２１８を生成する。電界２２６を印加することによって当該散乱は徐々に減
少し、前記液晶が前記電界と平行に位置合わせしている場合、結晶分子屈折率はポリマー
屈折率に整合し、透明モードが作られ、光はセルを通過し、これにより小さい領域のスポ
ット２１６を生成する。
【００２８】
　代替的には、ＬＣゲルが使用される。これらは、配向された異方性のポリマーマトリッ
クス内に液晶を分散させることにより生成される。負の誘電異方性を有するＬＣゲルの場
合、電界が印加されていない場合、透明モードにある。電界がない場合、液晶分子は、セ
ルの表面に対して垂直な方向において配向され、従ってＬＣセル内の大規模な屈折率の変
動はない。電界が印加される場合、前記液晶は、電界に対して垂直に配向されるようにな
る傾向があり、屈折率の変動が前記ＬＣセル内で誘導され、従って散乱モードが活性化さ
れる。
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【００２９】
　当該照明装置の第３の実施例によると、当該照明装置は、第２の実施例と類似している
。唯一の違いは、光源によって波長変換部材上に生成される光（即ち光ビームの形状）が
異なる形状間で調整されることにある。勿論、ここでもまた、形状を変化させる場合、当
該領域は、典型的には変化する。図３に示されているように、最小の領域の状態において
、形状は円形スポット３０２である一方で、最大の領域の状態において、形状は最小の領
域の状態の円形スポット３０２より大きい領域の楕円スポット３０４である。スポットの
形状の変化は、例えば、ＬＣを充填された切り替え可能なレンズ、又は液晶屈折率分布型
レンズアレイを使用して得られることができ、これら自体は欧州特許出願第２２０８１１
１号において開示されている。
【００３０】
　照明装置４００の第４の実施例によれば、図４ａ及び４ｂに示されているように、照明
装置４００は、光源ハウジング４０４内に配される複数の光源４０２、波長変換部材４０
８及び切り替え可能な光学要素４１２等を有する点において第１の実施例と類似している
。この第４の実施例の詳細な特性は、切り替え可能な光学要素４１２を切替えることによ
って得られる効果である。切り替え可能な光学要素４０２は、波長変換部材４０８上の光
源により生成される光パターンに含まれるスポットの数を調整するように切り替え可能で
ある第２の切り替え可能な光学要素を有する。更に詳細には、典型的には、第１の状態に
おいて、各光源４０２は、波長変換部材４０８上に単一のスポット４１４を生成する。切
り替え可能な光学要素４１２は、第２の状態へと切り替え可能であり、光源４０２は、波
長変換部材４０８上の２つのスポット４１６を生成する。例えば、２つの光スポットの第
１の状態と４つの光スポット４１８の第２の状態との間での切り替え、１つの光スポット
と３つの光スポットとの間での切り替え等、多くの他の関係も同様に可能である。
【００３１】
　この切り替え機能を得るために、前記切り替え可能な光学要素は、第３の実施例におけ
るように、電気光学要素（例えば、ＬＣを充填された切り替え可能なレンズ又は液晶屈折
率分布型レンズアレイ）によって得ることができる。しかしながら、高度なコリメーショ
ンが必要である。言い換えると、ＴＩＲ光学部品又は反射器が、複数のスポットに回析さ
れることができる良好にコリメートされた光を提供するように付加されなければならない
。
【００３２】
　機械的に切り替えられた光学部材の例は、図４ｃに示されるように、ＬＥＤ光源４０２
の前方における異なる回析パターン４２２、４２４を有する板を有する。この板は、異な
るパターン４２２、４２４が光源４０２の前方に位置決めされるように、前後に移動可能
である。
【００３３】
　照明装置５００の第５の実施例によれば、図５ａ及び５ｂに示されるように、照明装置
５００がハウジング５０４内に配される複数の光源５０２、波長変換部材５０８及び切り
替え可能な光学要素５１２等を有する点において第１の実施例と類似している。この第５
の実施例の詳細な特性は、切り替え可能な光学要素５１２を切替えることによって得られ
る効果である。最小の領域の状態において、切り替え可能な光学要素５１２は、光源５０
２に別個のスポットを有する光パターンを生成させる。最大の領域の状態において、切り
替え可能な光学要素５１２は、光源５０２に波長変換部材５０８の連続的な表面を照明さ
せる。これにより輝度の比が調整される。典型的には、照明装置５００を見る人に対して
最小の領域の状態において、スポット５１４は第１の色として見え、周囲の区域５１６は
第２の色として見える。典型的には、波長変換部材５０８は、色（例えば黄色）を有し、
光源５０２の発光要素５０６により発される青色光を白色光に変換する。最大の領域の状
態において、周囲の区域５１６は、スポット５１４と同じ色を有する。光ビームを広げる
ことを得るために、切り替え可能な光学要素５１２は、第３の切り替え可能な光学要素５
１２を有し、第３の切り替え可能な光学要素５１２は、基本的なかなり狭い光ビームから
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光源５０２の光出力を拡散するように切り換え可能であり、前記光ビームは、最小の領域
の状態において、実質的に影響を受けずに切り替え可能な光学要素５１２を通過する。
【００３４】
　照明装置６００の第６の実施例によれば、照明装置６００は、前述の実施例の何れとも
同じ部分を有する。従って、この実施例の一般的な記載として、ハウジング６０４内に配
される複数の光源６０２、光源６０２の光ビーム出力の方向において光源６０２から離間
されて配されている波長変換部材６０８、及び光源６０２と波長変換部材６０８との間に
配される複数の切り替え可能な光学要素６１２を有する切り替え可能な光学部材を有する
。照明装置６００は、更に、波長変換部材６０８の下流に配された拡散器６２０を有する
。拡散器６２０は、光源６０２により照明されるか否かに拘らず前記照明装置の光出力表
面の全ての白色外観を提供するように配される。
【００３５】
　本発明において使用される波長変換材料とは、無機波長変換材料又は有機波長変換材料
であっても良い。無機波長変換材料の実施例は、これらに限定されるわけではないが、セ
リウム・ドープ（Ｃｅ）イットリウム・アルミニウム・ガーネット（Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：
Ｃｅ３＋であってＹＡＧ：Ｃｅ又はＣｅドープＹＡＧとも称される）又はルテチウム・ア
ルミニウム・ガーネット（ＬｕＡＧ、Ｌｕ３Ａｌ５Ｏ１２）、α―ＳｉＡｌＯＮ：Ｅｕ２

＋（黄色）、及びＭ２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ２＋（赤色）（ここでＭはカルシウムＣａ、Ｓｒ
及びＢａから選択される少なくとも１つの元素）を含む。更に、ＹＡＧ：Ｃｅのアルミニ
ウムの一部は、ガドリニウム（Ｇｄ）又はガリウム（Ｇａ）により置換されることができ
、より多くのＧｄは、結果として黄色発光の赤方偏移シフトをもたらす。他の適切な材料
は、赤い範囲の光を発するＳｒ２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ２＋のような、（Ｓｒ１―ｘ―ｙＢａ

ｘＣａｙ）２―ｚＳｉ５―ａＡｌａＮ８―ａＯａ：Ｅｕｚ
２＋を含むことができ、ここで

、０≦ａ＜５、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１及び０＜ｚ≦１及び（ｘ＋ｙ）≦である。
【００３６】
　適切な有機波長変換材料の例は、ペリレン誘導剤（例えば、ＢＡＳＦ社による名前Ｌｕ
ｍｏｇｅｎ（登録商標）の下で販売されている合成物）に基づいた有機発光材料である。
商業的に入手可能である適切な合成物の例は、これらに制限されるわけではないが、Ｌｕ
ｍｏｇｅｎ（登録商標）赤 Ｆ３０５、Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）オレンジ  Ｆ２４０
、Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）黄色 Ｆ０８３、Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標） Ｆ１７０、
及びこれらの組み合わせを含む。有利には、有機２５の発光材料は、透明である及び非散
乱性のものであり得る。
【００３７】
　更に、幾つかの実施例において、前記波長変換材料は、量子ドット又は量子ロッドであ
り得る。量子ドットは、一般に、僅か２、３ナノメートルの幅又は直径を有する半導性材
料の小さい結晶である。入射光により励起される場合、量子ドットは結晶の大きさ及び材
料により決定される色の光を発する。従って、特定の色の光が、点の大きさを適応化する
ことにより生成されることができる。可視領域における発光を有する大部分の既知の量子
ドットは、硫化カドミウム（ＣｄＳ）及び硫化亜鉛（ＺｎＳ）のようなシェルを有するカ
ドミウム・セレン化物（ＣｄＳｅ）に基づいている。インジウム・リン化物（ＩｎＰ）、
銅インジウム硫化物（ＣｕＩｎＳ２）及び／又は銀インジウム硫化物（ＡｇＩｎＳ２）よ
うな、カドミウムのない量子ドットも使用されることができる。量子ドットは、非常に狭
い発光バンドを示し、従って、当該量子ドットは、飽和色を示す。更に、発光色は、量子
ドットの大きさを適応させることによって容易に調整されることができる。従来技術にお
ける如何なる種類の既知の量子ドットも、本発明において使用されることができる。しか
しながら、カドミウムのない量子ドット又は少なくとも非常に低いカドミウム含有量を有
する量子ドットの使用が、環境の安全性及び関心の理由のために好まれ得る。
【００３８】
　「電気光学素子」とは、本願の状況において、光学要素として理解されなければならず
、前記光学要素の少なくとも１つの光学特性は、前記光学要素に対する電圧の印加によっ
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素の例は、これらに限定されるわけではないが、高分子分散液晶（ＰＤＬＣ）要素、液晶
Ｇｅｌ（ＬＣ Ｇｅｌ）要素、液晶屈折率分布型（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｇｒａ
ｄｉｅｎｔＩｎｄｅｘ：ＧＲＩＮ）レンズアレイ要素、及び電気泳動的要素、エレクトロ
ウェッティング要素である。
【００３９】
　機械的に切り替え可能な光学部材は、本願の状況において、少なくとも１つの光学特性
が可動構造部分によって制御可能である、光学部材として理解されなければならない。機
械的に切り替え可能な光学部材の例は、これらに限定されるわけではないが、光源によっ
て波長変換部材上に作られる光パターンを調整するように前記光源に対して移動されるこ
とができる回析、屈折、反射又は散乱要素を含む。
【００４０】
　当業者にとって明らかであるように、前記切り替え可能な光学部材は、本願明細書に記
載されている複数の種類の切り替え可能な光学要素を含むことができる。更に、前記切り
替え可能な光学部材は、鏡及びレンズ等のような、他の光学要素を追加的に含むことがで
きる。
【００４１】
　更に、前記切り替え可能な光学部材は、コントローラに接続されることができるが、光
源により生成されるビームのビーム特性を制御するための検出器又はセンサにも接続され
ることができ、前記検出器又はセンサは、前記ビームが調整される又は制御されることが
できるように前記コントローラに信号を送信することができる。例えば、前記検出器は、
室内の存在を検出する存在検出器である。他の実施例において、センサは、時間又は温度
センサである。
【００４２】
　更に、照明装置は、リモコン又はスイッチのようなユーザインタフェースに接続される
。
【００４３】
　添付の請求の範囲に記載される本発明の照明装置の実施例が、上述された。これらは、
単に非限定的な実施例に過ぎないとみなされなければならない。当業者により理解される
ように、多くの変更及び代替的な実施例が、添付の請求の範囲に記載の本発明の範囲内で
可能である。
【００４４】
　この出願の目的に関して、特に添付の特許請求の範囲に関して、これ自体は当業者に明
らかであるように、「有する」なる語は他の要素又はステップを除外するものではなく、
単数形の表記も複数のものを除外するものではないことに留意されたい。
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